
第１ ふるさとに誇りを持つひとを育むまち                                        様式第１号 

 

 
施策評価票 

第１ ふるさとに誇りを持つひとを育むまち 

  １ 心豊かにたくましく生きる子どもの育成 

◎基礎的な学力・体力の向上 

    ◎時代の変化に対応した教育の推進 

◎多様な教育的ニーズのある子どもたちへの支援 

◎豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 

◎地域とともにある学校づくり   

◎教育環境の整備 

◎地域で育む教育の推進 

◎特色ある交流事業の推進 

  ２ 生きがいに満ちた生涯学習の機会の提供 

◎生涯各期における学習活動の充実 

◎社会教育の充実と活性化 

◎多様な分野の学習活動の促進 

◎自由に学び成果を生かす学習環境の整備と連携態勢の構築 

  ３ 芸術・文化・スポーツに親しむ機会の充実 

◎芸術文化の振興 

◎文化財の保護継承と活用 

◎地域の芸術文化の創造 

◎山岳文化の振興と活用 

◎スポーツの振興   

進捗状況 

A・・・・順調／B・・・・おおむね順調／C・・・・やや遅れている／D・・・・遅れている／Ｅ・・・・未実施 
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子どもたちを取り巻く課題は、少子化による児童数や学級数の減少に伴う教育環境の維持、確保のほか、教育の格差やいじめ、不登校、非行の問題

など多岐にわたり、地域全体で解決に向けた取組みが求められています。臨時 

子どもたちを学校・家庭・地域が協働して支援するコミュニティ・スクールを推進し、郷土に誇りと愛着を持ち、将来への目的意識や自尊感情、人

を思いやる心と社会において自立的に生きるために必要な「たくましく生きる力」を育みます。 

また、コミュニティ・スクールの取組みの中で、今後の少子化を見据え、学校等の統廃合を含めた、あらゆるケースを想定しながら、幼児期を含め

た教育のあり方全般について、地域とともに協議を進めます。 

 

【基礎的な学力・体力の向上】             進捗状況：A･･･順調／B･･･おおむね順調／C･･･やや遅れている／D･･･遅れている／Ｅ･･･未実施 

具体的な施策 内    容 担当課 取り組みの状況・課題等 進捗状況 

◎基礎学力の定着と向上 ・児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指導の充実 

・30 人規模学級、少人数による学習集団指導、習熟度

別学習等の推進 

・基礎学力を向上させる取組みの推進 

・社会性の確立と基礎体力向上の促進 

学校教育課 

・小・中すべての学校に３０人規模学級を取り

入れ、少人数による指導が実現している。 

・すべての学校で全国学力テストを実施し、実

態の正確な把握のもと、指導改善を実施する

ことにより、全国と比較しても良好な結果で

ある。 

・少人数指導のさらなる工夫改善に取り組む。 

Ｂ 

◎小中一貫、小中連携教育の推

進 

・小中一貫教育や連携教育の推進により、義務教育を一

貫した教育課程でつなぐ協働の学びを通じた児童生

徒の自立学習の促進 

学校教育課 

・美麻義務教育学校では一貫教育を実施、八坂

小・中学校や大町北小学校と第一中学校など

では連携教育を実施している。 

Ｂ 

◎中高連携教育の推進 ・大町岳陽高校に中高連携教員を配置し、数学・英語教

科などの連携の推進に加え、進路指導を充実 学校教育課 

・中高連携職員の配置を図り、中学生による体

験入学や、市内中学との交流会など、取り組

みを始めている。 

Ｂ 

◎体力の向上 ・「きらりおおまちサンプラン」や元気アップ運動の実

践による正しい生活習慣の確立 

・スマイルマラソン、サーキットトレーニングなど体力

向上の充実を図り、継続して定着化 

学校教育課 

・全国と比較して、体力の低下が懸念される。

生活習慣の改善や、大学と連携した元気アッ

プ事業をモデルとした取組みを一層推進す

るとともに、すべての学校で体力テストを実

Ｂ 

◆１ 心豊かにたくましく生きる子どもの育成◆ 
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施し、継続的にデータをチェック、検証しな

がら、課題にあった体力づくりに取り組む。 

◎運動部活動の実践 ・「中学生期のスポーツ活動指針」に基づく、適切で効

果的な運動部活動の促進 学校教育課 

・活動指針に基づき、効果的な運動部活動を促

している。また、市独自の活動方針により、

活動時間等の適正な管理を実施している。 

Ｂ 

◎学校給食における食育・地産

地消の推進 

・食事を通した教育や、地域の農産物や料理を通じて地

域への理解を深め、児童生徒の健康な体づくりを促

進 
学校教育課 

・地産地消の取組みを更に推進するため、生産

者と栄養士会の意見交換などを実施。また、

「大町を味わう日」を設けるなど、地域食材

を通じた食育にも力を入れている。 

Ｂ 

農林水産課 

・ＪＡ大北による地元農産物の集出荷の支援 

を行い、学校給食における利用を進めてい

る。 

B 

 

【時代の変化に対応した教育の推進】         進捗状況：A･･･順調／B･･･おおむね順調／C･･･やや遅れている／D･･･遅れている／Ｅ･･･未実施 

具体的な施策 内    容 担当課 取り組みの状況・課題等 進捗状況 

◎アクティブラーニングの定

着 

・ＩＣＴ機器を活用した、アクティブラーニングによる

課題の発見・解決に向けた主体的・協働的な学びの実

践 
学校教育課 

・ＩＣＴ機器を活用しながら、協働の学びを実

践。市内全校でのより深い学びへの取り組み

を進めている。 

・国の指針に沿ったカリキュラムや時代に見

合ったＩＣＴ機器の更新・導入に取り組んで

いる。 

Ｂ 

◎外国語学習の充実 ・外国語指導助手（ＡＬＴ）の積極的な活用 

学校教育課 

・すべての市内中学校に ALT を配置してい

る。併せて小学校の外国語活動へＡＬＴを派

遣し、小学校の英語教科化に対応している。 

Ａ 

◎正しいメディア教育の推進 ・情報化社会の進展に対応した、適切なメディア教育の

推進 学校教育課 

・情報モラルアンケートを実施するとともに、

情報教育の一環として、外部講師を招いた情

報モラルの講演会等を実施している。 

Ｂ 
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【多様な教育的ニーズのある子どもたちへの支援】    進捗状況：A･･･順調／B･･･おおむね順調／C･･･やや遅れている／D･･･遅れている／Ｅ･･･未実施 

具体的な施策 内    容 担当課 取り組みの状況・課題等 進捗状況 

◎特別支援教育態勢の充実 ・心身に障がいを持つ児童生徒に対する支援態勢の整備

充実 

・障がいのある子どもを含む全ての子どもが共に学ぶイ

ンクルーシブ教育の推進 

・教職員の確保と指導力の養成 

学校教育課 

・特別支援教育補助指導員の配置等、特別支援

学級の充実によって、個に応じた支援体制

を構築している。 Ｂ 

◎特別支援指導員の配置 ・発達障がい等を持つ児童生徒の通常学級への在籍に対

応するための特別支援指導員の配置 学校教育課 

・特別支援教育補助指導員の配置等、特別支援

学級の充実によって、個に応じた支援体制

を構築している。 

Ｂ 

◎心身障がい児のための教育相

談の充実 

・関係部署、機関と連携した発達障がい児の早期把握と

支援 

・教育相談委員会の充実 

学校教育課 

・教育相談委員会を通じ、早期把握や支援体制

の確立を進めている。 

・関係部署とのより充実した連携を推進する。 

Ｂ 

子育て支援課 

・保育園、認定こども園、幼稚園において、5

歳児発達相談及び巡回相談を実施。発達特

徴の理解を深め、発達状況に応じ就学に向

けた支援を実施している。発達心理専門員

の配置を検討し、タイムリーに保護者へ子

どもの発達段階や発達特性に応じた適切な

助言を行える体制を整える。 

Ｂ 

◎外国籍児童生徒に対する教育

の充実 

・外国籍児童生徒に対する日本語指導の充実 

学校教育課 

・通訳支援者を必要に応じて学校に配置して

支援している。 

・多様な言語に対応する通訳支援者の確保が

難しく、併せて財政的負担が大きい。 

Ｂ 
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【豊かな心と健やかな体を育む教育の推進】      進捗状況：A･･･順調／B･･･おおむね順調／C･･･やや遅れている／D･･･遅れている／Ｅ･･･未実施 

具体的な施策 内    容 担当課 取り組みの状況・課題等 進捗状況 

◎不登校等の悩みを抱える子ど

もへの支援 

・児童生徒の様々な悩みや課題の早期発見、早期対応に

向けたスクールカウンセラーやスクールソーシャル

ワーカーの配置と関係機関の連携強化 

・学校が一丸となった課題の解決と、家庭や地域と連携

した取組みの推進 

・登校支援指導員や心の教室相談員の配置による就学支

援に向けた取組みの推進 

・中間教室「アルプスの家」への適応指導員の配置によ

る支援態勢の充実強化 

学校教育課 

・スクールカウンセラー３名を配置し、定期的

に市内小中学校を訪問して、さまざまな悩み

や課題に対応している。 

・中間教室での支援体制や、関係づくりを充実

するなかで、生徒の進学や、学校復帰を叶え

ている。 

Ａ 

子育て支援課 

・ケースワーカー、保健師、家庭児童相談員と

学校職員等が連携し相談支援・就学支援を実

施している。 

・相談支援体制の確保・充実強化や情報共有が

課題となっている。 

B 

◎道徳教育・人権教育の推進 ・いじめなど学校での悩みや課題を持つ児童生徒の早期

発見と早期支援等解決に向けた取組みの強化 

・いじめや不登校の児童生徒ゼロを目指し、人権教育を

基本とした学校、学級づくりの推進 

・福祉、保健、医療等との連携強化やスクールカウンセ

ラー等の支援、指導態勢の充実 

学校教育課 

 

・児童・生徒たちが自らいじめ根絶に向けた

取組みを実施している。 

・人権を考える市民の集いを学校で開催する

ことにより意識の向上が図られている。 

Ａ 

生涯学習課 

・地区人権を考える市民の集いを学校で開催 

し,児童生徒の人権に対する意識向上が図ら

れている。 

B 

 

【地域とともにある学校づくり】            進捗状況：A･･･順調／B･･･おおむね順調／C･･･やや遅れている／D･･･遅れている／Ｅ･･･未実施 

具体的な施策 内    容 担当課 取り組みの状況・課題等 進捗状況 

◎コミュニティ・スクールの推

進 

・地域の特性を生かし、学校や家庭、地域住民が一体と

なって子どもたちを育む「地域とともにある学校」の

推進 

・児童数の減少に伴う学校のあり方や地域課題につい

学校教育課 

・すべての市立学校を、学校・保護者・地域が

連携して学校運営に参加するコミュニティ・

スクールに指定し、地域に開かれ、地域と一

体となった学校づくりが進められている。 

Ａ 
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ての協議の場の設置 

・学校開放行事など地域に開かれた学校づくりの推進 

・特色ある学校づくりを通した地域の活性化 

・地域人材の活用の推進 

・学社連携・融合事業の充実 

生涯学習課 

・運動会などの地域行事を小学校と共同開催 

し、学校と地域との一体感を深めている。 

・公民館長をはじめ、社会教育関係者などの人 

材を、コミュニティ・スクールのコーディネ

ーター等として活用することにより､学社連

携・融合を進めている。 

B 

◎社会人・職業人として自立に

必要な能力、意欲の形成を図る

キャリア教育の推進 

・キャリア教育推進協議会を設置し、小学校・中学校・

高等学校が一貫した連携態勢の整備 

・職場見学、職業体験学習先の登録制の導入と事業者に

よる学校支援の充実 

・キャリア教育指導員による相談、支援の充実 

学校教育課 

・キャリア教育を中心に、小・中・高が連携し

た教育カリキュラムの作成が必要である。 

・職場体験や職場体験受入先の発掘等拡充が

必要であり、市全体として構築した体制によ

り、今後さらなる推進を図る。 

Ｂ 

生涯学習課 

・不登校など特に支援が必要な子どもについ

て、義務教育終了後や進学、就職後も見守り、

必要な支援や相談を提供する体制を取って

いる。義務教育終了後の支援が必要な子ども

の把握が困難である。 

B 

◎郷土を学ぶ体験学習、郷土

愛・郷土に誇りを持つ気運の醸

成 

・郷土学習冊子「ふるさと きのう・きょう・あした」

を活用した体験学習や校外活動等による地域への理

解を深める活動の推進と、郷土を愛する心の醸成 

・総合学習等の成果を市民に発表する機会の提供 

学校教育課 

・総合的な学習に地域との連携が進んでいる。 

・学校ごと、お米作りや伝統工芸など、地域に

根ざした学習を取り入れている。 
Ａ 

◎学校支援員、ボランティアの

育成 

・学校ボランティア等の人材育成の推進と活動の拡大 

・学校支援員の育成と相互の連携の強化 

・地域とともにある学校づくりと協働の気運の醸成 

学校教育課 

・学校、保護者、地域が連携して学校運営に

参加するコミュニティ・スクールを導入

し、地域とともにある学校づくりを進めて

いる。 

・活動の資質向上を図るため、コーディネー

ター会議を開催し、市内各校の情報交換や

課題解決に向けた取組みを進めている。 

Ａ 
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・コーディネーターを中心に、学校ボランテ

ィアの活動推進や人材育成に取り組んでい

る。 

 

【教育環境の整備】                  進捗状況：A･･･順調／B･･･おおむね順調／C･･･やや遅れている／D･･･遅れている／Ｅ･･･未実施 

具体的な施策 内    容 担当課 取り組みの状況・課題等 進捗状況 

◎幼児期を含めた教育のあり

方の検討 

・少子化の進行など時代の変化や地域の特性に応じた

教育全般のあり方についての検討 学校教育課 

・義務教育のあり方検討委員会から報告書に

より提言され、学校再編を具体的に進める

ための通学区域再編審議会を設置した。 

Ａ 

子育て支援課 

・地域の幼児教育を担う私立幼稚園・認定こど

も園に対し運営支援を実施している。 

・少子化に応じた施設のあり方について引き

続き検討を行う。 

D 

◎施設・設備・機材の整備 ・効果的なひとづくりにつながる小中学校の施設整備

の検討や実施 

・教育環境の充実を図るための、設備・機材等の整備 

学校教育課 

・特に小学校は老朽化が著しく、大規模な改

修が必要であることから、大町市のファシ

リティマネジメントのなかで学校の統廃合

も含め改修計画の策定と財源確保を検討し

ていく。 

・学校空調設備整備事業により全学校に冷房

設備を設置し教育環境を整備した。 

・理科教育設備整備等補助金の活用など教育

環境の充実を図っている。 

Ｂ 

◎就学支援の充実 ・就学費助成の実施 

・私立高等学校就学生徒への就学助成の実施 

学校教育課 

・経済的理由により就学困難な状況に陥るこ

とのないよう、関係機関と連携し就学援助

事業を実施している。 

・保護者の経済的負担軽減のため、私立高校生

徒奨学補助事業を実施している。 

Ａ 

◎奨学金の拡充 ・高校、大学、専門学校に就学する学生に対する奨学金

制度の充実 
学校教育課 

・市独自の奨学金制度を実施し、経済的な支

援を実施している。29 年度から給付型奨
Ａ 
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・新たな給付型奨学金制度の創設による、大学生等に対

する就学支援の拡充 

学金制度を創設し、支援の充実を図った。

元年度は１件貸し付け。 

◎通学の安全確保 ・「おおまち子ども安心・安全マップ」の周知による危

険箇所の情報共有と、通学時の児童生徒に対する地域

の見守り態勢の確立 

・遠隔地の子どもの足を確保するためのスクールバス

の運行 

学校教育課 

・ホームページでの公開等、周知・活用を進め

るとともに、小学校区ごとの「子どもの安全

を守る地域連絡会」の活動の継続により、関

係機関が連携した取り組みを推進する。 

・道路管理者及び警察署と連携した「大町市通

学路安全推進会議」を設置し、「大町市通学

路交通安全プログラム」を策定した。継続し

て取り組んでいく。 

・スクールバスは、遠距離通学児童生徒の安

全を確保するとともに、登下校における通

学手段の確保、課外活動・校外活動の充実

を図るうえで必要不可欠であり、臨時運行

など柔軟に対応し、安全な通学の確保に努

めているが、法改正に伴う運賃の増額が予

想される。 

Ａ 

 

【地域で育む教育の推進】              進捗状況：A･･･順調／B･･･おおむね順調／C･･･やや遅れている／D･･･遅れている／Ｅ･･･未実施 

具体的な施策 内    容 担当課 取り組みの状況・課題等 進捗状況 

◎家庭教育支援の推進 ・家庭教育に関する学習機会の提供 

・子どもや親子で参加できる体験学習の機会と内容の

充実 

・広報やインターネット、学校や公民館等による啓発活

動の強化 生涯学習課 

・社地区では、心身ともに健やかでたくましい 

子の育成のために家庭教育懇談会を開催し、 

地域で生活する子どもたちの実態を踏まえ 

ながら、家庭や地域における課題や大人の関 

わり方についての情報共有を行っており、同 

様の取り組みを他地区でも進める。 

・地域子育てセミナーを開催し、家庭・学校・ 

地域の連携による具体的な実践の方策等に

ついて理解を深めている。 

B 
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・子ども会育成会の活動を支援することで、子 

どもたちが遊びを通じて主体的な体験活動の

機会を得るよう働きかけている。 

・年４回「がったつうしん」を発行し、親子で 

参加できる各種行事や子どもの体験学習の場 

の情報提供を実施している。 

◎学校・家庭・地域の連携強化

による健全育成 

・市民活動による青少年の非行防止のための巡視、補導

活動の充実 

・青少年を取り巻く有害環境の改善や防止活動の推進 

・いじめや不登校、引きこもりなどの問題に、学校だけ

でなく家庭や地域が一体となって取り組む態勢づく

り 

・子どもたちを取り巻く諸問題に対して、サポートする

組織の強化と充実 

・悩みを抱える子どもたちを受け入れ、心の支えとなる

相談場所や人材の確保と充実 

子育て支援課 

・ケースワーカー、保健師、家庭相談員を配置

し、関係機関と連携し気軽に相談できる体制

づくりに努めている。 

・相談支援体制の確保・充実強化や情報共有が

課題となっている。 

B 

生涯学習課 

・各自治会長の地区推薦等により補導委員 

７１名を選任し、１４班編成で市内６ヶ所

に分かれ、街頭補導活動を５６回実施して

いる。 

・高齢化や自治会人口減少等により、補導委員 

の選出が困難な地域が出始めてきている。

また、委員に選出されても１年で交代にな

ることが多く、補導活動が定着しがたい。補

導委員・教職員・ＰＴＡによる合同補導にお

いても意思統一が難しい状況である。 

・地域が一体となり、子どもたちを取り巻く諸 

問題に対して、いかにサポートしていく意

識や体制を作り上げることが課題である。 

B 
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◎学校・家庭・地域の連携強化

による学習支援 

・就学児童が放課後等を安心・安全に過ごし、多様な体

験や学習ができる児童クラブや放課後子ども教室等

の充実 

・社会教育施設や関係団体等の連携による休日の子ど

もたちの学習支援活動の場の確保と充実 

・家庭での学習が困難であったり、学習が遅れがちな子

どもたちの基礎学力の向上を図るため、生活習慣や学

習習慣を身につける学習支援の場の検討 

子育て支援課 

・「放課後児童クラブ」と「放課後子ども教室」

を一体的に実施するため、交流活動のプログ

ラムの内容や実施日等を調整し、各事業従事

者が連携できる仕組みを構築することが課

題となっている。 

・市内 NPO 法人が実施する「第三の居場所事

業」への協力支援を行っている。 

C 

生涯学習課 

・常盤公民館において、週１回、南小学校区の 

放課後子ども教室を開催し学習支援を実

施。今後、各地区において、コミュニティ・

スクールと地域学校協働活動の一体的な取

り組みの中で、放課後子ども教室が開催さ

れるよう働きかけていく。 

D 

◎多様な体験活動の充実 ・地域の諸団体同士の連携による活動の促進 

・遊び場やスポーツ活動、野外活動、文化活動の場とし

ての公共施設の有効活用と利用の促進 

・通学合宿等の生活体験の実施 

・様々なボランティア活動の促進 

・伝統文化を理解する機会の充実と継承活動の推進 

・自然環境問題への実践活動の充実 
生涯学習課 

・体験活動への支援として、育成会向けのバ 

ス利用「体験学習号」の運行を実施してい 

る。 

・子どもたちの生きる力を育むために、少年 

リーダー研修会を通じて自然体験学習等を

開催している。 

・子どもたちの自主性や社会性を養うため、 

ジュニアリーダー研修会を実施している

が、育成の成果はなかなか見えにくい。 

・（公財）育てる会の施設を活用し、通学合 

宿を実施。他校の児童や異年齢との交流を

通じて、普段体験できない集団生活等を学

ぶ機会の充実を図った。 

・八坂地区では高校生が組織する「学友会」 

B 
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活動を支援し、お盆の球技大会やボランテ

ィア活動を実施した。生徒数の減少により

活動の継続が危惧される。 

・各地区において子ども球技大会や駅伝大会 

等を開催し、青少年の健全育成に取り組ん

でいる。 

◎高度情報化社会への対応と情

報教育の推進 

・保護者や児童生徒に対するインターネットやＳＮＳ

等の正しい利用方法や危険性に関する学習機会の充

実 
生涯学習課 

・高度情報化社会への対応や課題等について

理解を深めるため、研修会・講演会等を開

催し、保護者や児童生徒の意識改革に取り

組んでいる。 

B 

◎郷土愛や、自分、周囲の人を

大切に思う心を育む活動の推進 

・コミュニティ・スクールにおける子どもたちの様々な

学習の場の充実と地域住民の積極的な参画の促進 

・郷土学習の充実 

・人権を尊重する意識を高める機会の提供と支援 

・異文化交流による、多様な価値観を尊重する心の醸成 

・山村留学の都市児童の積極的な受け入れによる交流

の促進と地元児童双方の教育効果の増進 
生涯学習課 

・コーディネーターやボランティアなど人材

の共用のほか、運動会や人権を考える市民

の集いへの学校参加により、地域社会と子

どもたちとのつながりを深めている。 

・郷土理解を深め郷土愛を育むため、郷土学

習冊子「ふるさと きのう・きょう・あし

た」を配布している。本年度は低学年向け

の郷土学習冊子「わたしたちの大町市」を

新たに作成配布し充実を図った。 

・メンドシーノ国際交流支援 

・山村留学の推進のため、（公財）育てる会

と、受入農家等で組織する山村留学推進協

議会へ補助を行った。受入農家の高齢化が

進み、後継者の確保が課題である。 

B 

◎地域を担う人材の育成 ・地域での福祉・環境・奉仕活動・職場体験等の社会体

験の促進 
生涯学習課 

・お手伝いし隊事業によるボランティア体験学

習、子ども会のガードレール磨き活動支援を

実施。 

・保育サポーター養成講座を実施 

C 
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◎子ども会活動の活性化と少年

リーダー等の育成 

・子ども会活動の促進と育成会による支援 

・子ども体験学習号の運行と積極的な活用 

・子ども会リーダー研修会等でのリーダーの育成と活

動の場の充実 

・子どもたちの主体的な活動をサポートする地域の指

導者の育成と確保 

・リーダーバンクへの指導・育成者の登録の促進 

生涯学習課 

・６地区ある単位子ども会へ補助金を交付し、

地区ごとの特色ある育成会事業を支援してい

る。 

・子ども体験学習号を運行し、子ども会育成会

の活動の多様化に貢献している。 

・子どもたちの主体性や社会性の育成を図るた

め、市子ども会育成連絡協議会へリーダー研

修会を委託実施し、子どもたちの主体的な活

動をサポートしている。 

・少子化により各地区子ども会等の活動が低調

になりつつあるが、身近な地域による育成活

動の重要性を伝えながら支援してくことが必

要ある。 

・リーダーバンクについては登録促進だけでな

く、活用してもらうよう周知が必要である。 

B 

 

【特色ある交流事業の推進】              進捗状況：A･･･順調／B･･･おおむね順調／C･･･やや遅れている／D･･･遅れている／Ｅ･･･未実施 

具体的な施策 内    容 担当課 取り組みの状況・課題等 進捗状況 

◎姉妹都市交流 ・地域学習と姉妹都市との交流により、交流先の都市へ

の理解を深めるとともに、大町の新たな魅力を発見す

る機会の提供 

学校教育課 

・毎年相互に実施している姉妹都市中学生サ

ミットによる立川市との交流を通じ、両市

の友好と理解がいっそう深まるとともに、

魅力の再発見につながっている。 

・立川市内の複数の中学校による、スキー教

室の実施により新たな交流が生まれてい

る。 

Ａ 

◎山村留学を通じた都市交流

の促進 

・山村留学経験者や関係者と連携した地域活動の実施

による都市交流の促進 八 坂 支 所 

・山村留学 OB や保護者が八坂地区内で開催

される運動会や夏まつりに参加して、住民

と交流している。 

Ｂ 

美 麻 支 所 ・山村留学ＯＢや保護者が美麻地区運動会に Ｂ 
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参加し、地区住民との交流を深めている。 

◎メンドシーノ姉妹都市交流

事業 

・訪問団の派遣と受入れの隔年実施 

美 麻 支 所 

・令和元年度はメンドシーノからの訪問団

32 名（児童 25 名、大人 7 名）を迎え、

学校交流やホームステイを通じて交流を深

めた。 

Ａ 

 

◆数値目標◆ 

目 標 項 目 基準値 
目標値 

（令和 3 年度） 
担当課 R1 数値 課題等 

放課後・土日学習支援活動実施

施設 
－ 1 施設以上 子育て支援課 － 

実施場所、人材確保 

家庭教育懇談会開催会場数 6 会場 10 会場 生涯学習課 ６会場 

6 会場とも社地区の開催である。新規に他地

区で開催することが望ましいが、既に地区懇

談会も行われているため、さらなる広がりに

は検討が必要。 

ジュニア・シニアリーダー登録

者数 
11 人 12 人 

生涯学習課 
２８人 

特になし 

 

□市民意識調査□ 

調 査 項 目 基準値 目標値 

学校教育環境に満足していると思う市民の割合 63.0％ 80％ 

地域ぐるみの非行防止と青少年健全育成に満足していると思う市民の割合 63.6％ 70％ 

地域に向け開かれ、地域と連携した学校運営がなされていると思う市民の割合 61.0% 75% 

 

〇関連する個別計画 

大町市生涯学習推進プラン、大町市社会教育計画、大町市過疎地域自立促進計画 
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◇施策に係る対象事業 

実施計画名 事務事業№ 事業名（予算書） 担当課 

メンドシーノ姉妹都市交流事業 121126 メンドシーノ交流事業 美麻支所 

私立幼稚園・認定こども園運営支援事業 13215 幼稚園・認定こども園運営支援事業 子育て支援課 

家庭児童相談事業 13218 家庭児童相談室事業 子育て支援課 

療育事業 13219 療育事業 子育て支援課 

児童クラブ運営事業 13225 児童クラブ運営事業 子育て支援課 

小・中学校英語指導助手配置事業 110221 小学校教育振興一般経費 学校教育課 

小・中学校英語指導助手配置事業 110321 中学校教育振興一般経費 学校教育課 

学習支援員等配置事業 110221 小学校教育振興一般経費 学校教育課 

学習支援員等配置事業 110321 中学校教育振興一般経費 学校教育課 

 110127 奨学金事業 学校教育課 

 15124 女性未来館ピュア運営事業 生涯学習課 

山村留学事業 110128 山村留学支援事業 生涯学習課 

 110416 生涯学習推進事業 生涯学習課 

 110417 人権教育推進事業 生涯学習課 

 110421 補導・環境浄化活動事業 生涯学習課 

 110422 青少年育成事業 生涯学習課 

 110435 大町公民館活動費 生涯学習課 

 110437 平公民館活動費 生涯学習課 

 110439 社公民館活動費 生涯学習課 

 1104311 八坂公民館活動費 生涯学習課 

 1104313 美麻公民館活動費 生涯学習課 

※実施計画に該当しない事務事業についても、本施策に該当していれば記入してください。（その場合、実施計画名欄は空欄とし、事務事業№及び

事業名（予算書）欄へ記入してください。） 
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生涯学習は、個人の生きがいや教養、趣味、レクリエーション活動等に関する学習だけでなく、市民一人ひとりが地域と関わり、地域課題、生活課

題の解決に向けて一体となった「学びの絆」や、学びの成果を地域に還元する「学びの循環」としての要素がますます重要になっています。 

生涯学習推進プランや社会教育計画に基づき、生涯各期における学習機会や多様な分野の学習機会の充実、学習環境の整備を進めるとともに、地域

づくりや子育てなど、市民と行政、市民同士の連携、協働態勢を構築し、生きがいに満ちた生涯学習の推進を図ります。 

 

【生涯各期における学習活動の充実】          進捗状況：A･･･順調／B･･･おおむね順調／C･･･やや遅れている／D･･･遅れている／Ｅ･･･未実施 

具体的な施策 内    容 担当課 取り組みの状況・課題等 進捗状況 

◎生涯各期における学習機会の

充実 

・乳幼児期から高齢期の段階に応じた学習機会の提供と

充実 

生涯学習課 

・生涯学習課のあらゆる事業において、講座、

講演会、イベントなどの形で学習機会を提

供している。事業内容や参加者の年齢層に

偏りがあるため、講座内容や実施日時の検

討が必要である。 

B 

市 民 課 

・地域における学習機会として、健康教室や

健康づくり推進員を中心とした学習会を開

催。ライフステージに応じた学習機会とし

て、離乳食教室、両親学級、思春期体験事

業を実施。また連携自立圏の取組として、

健康づくり意識啓発事業を実施。働き盛り

の年代の参加が少ない。 

B 

 

【社会教育の充実と活性化】              進捗状況：A･･･順調／B･･･おおむね順調／C･･･やや遅れている／D･･･遅れている／Ｅ･･･未実施 

具体的な施策 内    容 担当課 取り組みの状況・課題等 進捗状況 

◎社会教育の推進 ・多様な分野の学習機会の充実と支援 

・地域課題、生活課題に関する学習の強化 

・郷土学習の推進 

・全市的な教育課題に対する取組みの強化 

生涯学習課 

・文科系からスポーツ系まで幅広く講座、講

演会、イベント等を開催し、多様な学習機会

を提供している。 

・地域課題、生活課題に関する学習は、地域

により取り組みに差がある。 

B 

◆２ 生きがいに満ちた生涯学習の機会の提供◆ 
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・郷土の歴史についての学習要望が高い。 

・低学年用および高学年用郷土学習冊子を作

成し、それぞれ配布している。 

◎公民館事業の充実と活性化 ・地域社会のニーズに対応した質の高い公民館事業の推

進 

・自主グループ等の活動の支援 

・地域コミュニティの活動の支援 
生涯学習課 

・運動会などスポーツイベントを中心に参加

者が減少し、伝統的な地域を単位とした行

事の実施が難しくなっている。八坂・美麻

地区では学校行事との合同開催により参加

者確保や負担軽減を図っている。 

・新規サークルの立上げや既存サークルの体

験会など支援している。高齢化等による会

員減少やサークル解散など課題も多い。 

C 

まちづくり交流課 

・市民活動団体には、活動に必要な備品類の

貸出や印刷のサービス、情報提供、情報発

信、補助金の相談などの活動支援を行って

いる。 

・連合自治会事務局、大町地区連合自治会事

務局として、自治会の抱える問題等に相談

窓口として対応している。自治会の活動を

情報発信するなど地域コミュニティの大切

さを訴えていく。 

A 

◎図書館の充実と読書活動等

の推進 

・誰もが利用しやすい図書館サービスの充実 

・子どもから大人までの読書活動の促進 

・読み聞かせ活動等多様な分野でのボランティア活動の

推進 

・他の施設やボランティアとの連携による事業の充実 
生涯学習課 

・市民ニーズを常に把握し、市民が自ら考え、

調べ、学習する一助となるような各種講座の

開催や魅力的な事業を実施している。 

・子供向けのおはなし会やブックリストの作

成、高齢者施設や児童施設への読み聞かせ訪

問、くまの子文庫、シルバー文庫などを実施

している。引き続き「知の拠点」として市民

に求められる施策の実施に努めたい。 

B 
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◎他機関との連携、協力の推進 ・社会教育施設をはじめ民間の教育施設等との積極的な

連携と協力による学習機会の拡充 

生涯学習課 

・エネルギー博物館の運営支援を行い、市の

大きな特色である水力発電と自然環境を柱

とする郷土学習に活用している。 

・安曇野アートライン推進協議会に加盟し、

広域的な美術・博物館施設を一体的にアピ

ールすることで相乗効果を図っている。 

C 

 

【多様な分野の学習活動の促進】            進捗状況：A･･･順調／B･･･おおむね順調／C･･･やや遅れている／D･･･遅れている／Ｅ･･･未実施 

具体的な施策 内    容 担当課 取り組みの状況・課題等 進捗状況 

◎社会情勢の変化に対応した

学習の促進 

・地域の魅力を知り、発信する学習活動の充実強化 

・防災意識の啓発と学習活動の充実 

・外国語講座等国際理解を深める学習や各種交流事業の

充実 

・情報化社会に対応したパソコン教室や情報セキュリテ

ィ対策などの学習機会の充実 

生涯学習課 
・外国人に向けた日本語講座を開設し、国際

理解を深めるよう努めている。 
B 

消防防災課 

・自主防災会を中心に地域で防災訓練を実施。

地震総合防災訓練や春秋に実施している住

民参加型訓練、消防団が開催している消防

フェスタなどで防災意識の高揚と防災知識

習得の機会を設けている。 

また、避難所開設運営訓練を通じて、避難所

運営は避難者自らが行うことを意識付けし

ている。 

Ｂ 

情報交通課 

・学習活動に知見を有する大学や企業等で構

成する ICT 学習活動促進協議会を立ち上

げ、児童、生徒、地域住民がプログラミング

を学ぶことができる事業を H30 年度から

継続実施し、累計 60 人の小学生が受講。 

B 

◎アルプス囲碁村づくりの推

進 

・保育園や学校などへの囲碁普及員派遣による囲碁の普

及啓発活動 

・アルプス囲碁村まつり等の交流イベントの開催 

・囲碁普及員や学校囲碁指導員の育成 

企画財政課 

・アルプス囲碁村推進協議会において、普及

員の派遣により普及活動に取組んでいる

が、特に中学生への普及については、授業時

間の都合等により取組が進んでいない。し

かし、岳陽高校において、棋道部への普及員

B 



第１ ふるさとに誇りを持つひとを育むまち                                        様式第１号 

 

派遣要請や大会運営への補助など、僅かで

あるが高校全体における取組への理解と普

及が図られた。囲碁村まつり等の様々な機

会を捉え、「囲碁初心者講座」を同時に開催

するなど幅広い年齢層への普及を図ってい

く。 

◎山岳文化都市としての情報

発信や学習活動の充実と促進 

・山岳情報や山岳文化・歴史、山岳の自然や生き物など山

岳文化都市としての積極的な情報発信 

・博物館としての機能や施設の充実 

・「北アルプスの自然と人」を基調とした常設展や企画展

等の開催に併せた講演会、出版等の実施 

・鹿島槍ヶ岳カクネ里雪渓の氷河認定を契機とした北ア

ルプスや氷河への関心の喚起 山岳博物館 

・山岳に関わる情報発信として、博物館では

季刊で広報誌「山と博物館」を発行するほ

か、調査研究成果として年 1 回「紀要」を

発行するとともに、より多くの方にご覧い

ただけるよう、ホームページやＳＮＳを通

じた情報発信を心がけている。 

・博物館の教育普及事業の中核となる「常設

展」及び「企画展」は、時機に応じ最新の成

果を取り入れ、順次内容を更新し展示して

いる。企画展のテーマは、大学や研究機関と

の連携を行ないつつ、大人から子どもまで、

楽しみながら学べるような展示を開催して

いく。  

Ｂ 

 

【自由に学び成果を生かす学習環境の整備と連携態勢の構築】 進捗状況：A･･順調／B･･おおむね順調／C･･やや遅れている／D･･遅れている／Ｅ･･未実施 

具体的な施策 内    容 担当課 取り組みの状況・課題等 進捗状況 

◎情報提供・相談事業の充実 ・学習ニーズに対応する多様なメディアを用いた情報提

供の推進と環境整備 

・適切な助言と情報提供を一体化した学習相談態勢の確

立 

・生涯学習リーダーバンクの登録の促進と積極的な活用 

・市職員の出張講座による学習機会の充実 

・自主的な市民活動の情報提供と支援 

生涯学習課 

・一元的な情報発信を目的に、子どもに関係

のあるイベント等の情報を広く集め、「が

った通信」として作成配布するとともにホ

ームページに掲載している。本年度は夏休

みの居場所づくりや親子のふれあいの場

の確保を目的に夏休み特別号を発行した。 

・文化会館や図書館の情報は SNS を活用し

B 
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 情報発信の充実に努めている。 

・リーダーバンクは、登録者と、市民ニーズ

や学習ニーズのマッチングが課題である。 

◎社会教育推進態勢の強化と

施設機能の充実 

・社会教育施設等の機能強化と施設間の連携、協力態勢

の強化 

・関係機関、団体等と連携、協力した学習活動や事業の

充実 

・社会教育施設等の自己評価による事業の改善 

・社会教育施設等の適切な維持管理と快適な環境づくり 

生涯学習課 

・子ども体験学習号での施設利用メニューの

提案や、学習活動における相互利用などで

施設間、関係団体等の協力や連携を図って

いる。 

・社会教育施設には、運営審議会、委員会、

協議会を置いて事業計画、事業報告等を審

議し、意見を取り入れるなど民意を反映す

るよう心掛けている。 

・多くの施設が建築後 30 年以上経過し老朽

化が進んでいる。引き続き、施設の躯体寿

命や実耐用年数を意識した計画的な修繕

計画により、利用環境の整備や適切な維持

管理に努める。 

・熱中症対策のため、多くの施設で冷房設備

の設置・更新が必要となっている。 

B 

◎学習成果の評価と活用 ・学習の成果を地域社会で活かすための支援の充実と活

動機会の整備 

・個人のキャリア向上につながる取組みの充実 

 

生涯学習課 

 

・文化祭、サークル活動発表、市民芸能まつ

り、雪形まつりなど学習成果の発表の場の

確保・提供に努めている。 

・講座の内容によっては指導者が高齢化して

おり、後継者の育成が必要である。 

B 

◎生涯学習ボランティアの活

動促進 

・多様なボランティア活動への参加啓発と活動の機会や

環境の整備 

・個人や団体のボランティア活動の支援と連携態勢づく

り 

・ボランティアコーディネーターなど専門的かつ中心的

な指導者の育成 

 

生涯学習課 

 

・お手伝いし隊の実施、育児ボランティア養成

講座の開設などボランティア活動促進のた

めの施策はまだ少ないため、今後事業を充

実・拡大していく必要がある。 

・リーダーバンク制度の一層の活用を図るた

めの検討が必要。 

C 
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・リーダーバンクへの登録の促進と活動の充実 

 

◆数値目標◆ 

目 標 項 目 基準値 
目標値 

（令和 3 年度） 
担当課 R1 数値 課題等 

公民館利用者数 93,099 人 93,000 人 生涯学習課 92,193 人 
引き続き、利用促進及び活動支援に努める。 

公民館講座等開催数 445 回 450 回 生涯学習課 293 回 
引き続き、住民ニーズに沿った講座等の企

画・運営に努める。 

公民館講座等受講者数 9,679 人 9,700 人 生涯学習課 6,398 人 
引き続き、住民ニーズに沿った講座等の企

画・運営に努める。 

図書館年間貸出冊数 154,641 冊 15５,000 冊 生涯学習課 146,474 冊 

人口減少のため、利用者は減少傾向である

が、市民ニーズに合った選書や施設等の訪問

による貸出、魅力ある講座の開催などに努

め、貸出数は増となった。引き続き、市民ニ

ーズに応じられるような施策を実施し、貸出

数増に努めたい。 

図書館来館者数 44,178 人 44,000 人 生涯学習課 79,279 人 

人口減少の中、来館者は微減にとどまって

おり、引き続き魅力ある施策を実施し、来館

者数増加に努めたい。 

※統計データ収集方法の変更により基準値を

増加している。 

生涯学習リーダーバンク登録者

数 

59 人 80 人 生涯学習課 63 人 
情報化社会への対応 

20 団体 25 団体 生涯学習課 18 団体 
情報化社会への対応 

生涯学習のまちづくり出張講座

メニュー数 
128 項目 140 項目 生涯学習課 127 項目 

特に無し 

生涯学習のまちづくり出張講座

利用件数 
111 件 130 件 生涯学習課 102 件 

特に無し 
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生涯学習のまちづくり出張講座

利用者数 
4,133 人 4,300 人 生涯学習課 4,402 人 

特に無し 

囲碁普及員派遣延べ時間 348 時間 350 時間 企画財政課 360 時間 

少子化等の影響により、受講者数が減少傾向

にある。また、高齢化に伴い普及員の確保が

少しずつ難しくなってきており、後継者の確

保・育成が重要な課題となっている。 

山岳博物館年間入館者数 18,294 人   21,000 人 山岳博物館 19,097 人 入館者増への更なる施策の検討 

 

□市民意識調査□ 

調 査 項 目 基準値 目標値 

生涯学習の場や機会の充実に満足していると思う市民の割合 63.3％ 70％ 

公民館活動に満足していると思う市民の割合 73.0％ 80％ 

山岳文化都市づくりを聞いたことがある市民の割合 41.3% 60% 

 

〇関連する個別計画 

大町市生涯学習推進プラン、大町市社会教育計画、アルプス囲碁村計画 

 

◇施策に係る対象事業 

実施計画名 事務事業№ 事業名（予算書） 担当課 

アルプス囲碁村推進事業 12136 アルプス囲碁村推進事業 企画財政課 

市民活動促進事業 12182 市民活動促進事業 まちづくり交流課 

ICT 教室運営事業  情報化推進一般経費 情報交通課 

 15124 女性未来館ピュア運営事業 生涯学習課 

 110414 エネルギー博物館運営費助成事業 生涯学習課 

 110416 生涯学習推進事業 生涯学習課 

 110443 大町公民館活動費 生涯学習課 

 110435 平公民館活動費 生涯学習課 

 110437 常盤公民館活動費 生涯学習課 

 110439 社公民館活動費 生涯学習課 
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 1104311 八坂公民館活動費 生涯学習課 

 1104313 美麻公民館活動費 生涯学習課 

 110443 図書資料購入事業 生涯学習課 

山岳博物館教育事業 110613 山岳博物館教育普及事業 山岳博物館 

付属園整備事業 110612 付属園整備事業 山岳博物館 

※実施計画に該当しない事務事業についても、本施策に該当していれば記入してください。（その場合、実施計画名欄は空欄とし、事務事業№及

び事業名（予算書）欄へ記入してください。） 
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文化会館や山岳博物館をはじめとする文化施設について、市民の幅広い芸術文化活動の場や芸術文化創造の場としての活用を進めます。また、現在

活動している各種サークル等の連携を促進し、地域全体の芸術文化活動の振興を図ります。 

特に、国内外からアーティストを招へいし、地域資源を活用した芸術創作活動を支援するアーティスト・イン・レジデンスを積極的に展開し、本市

の新たな魅力の創造や交流を通じて、市民が身近に芸術文化に触れる機会を創造します。 

また、市民一人ひとりが、年齢や体力に応じて気軽にスポーツに親しみ、いきいきと健康で元気に過ごすことができるよう、スポーツ教室や健康教

室、各種スポーツ大会の開催など、スポーツを通じた市民の健康増進と競技力の向上を図ります。 

 

【芸術文化の振興】                  進捗状況：A･･･順調／B･･･おおむね順調／C･･･やや遅れている／D･･･遅れている／Ｅ･･･未実施 

具体的な施策 内    容 担当課 取り組みの状況・課題等 進捗状況 

◎芸術文化の振興と芸術鑑賞、

体験機会の充実 

・専門委員による調査、研究や提言活動の推進 

・展覧会等の情報提供や美術館めぐりの開催 

・文化会館の自主事業の充実 

・子どもたちの芸術鑑賞の機会の充実 

生涯学習課 

・美術振興専門委員会を設置し美術振興に

対する提言を受けている。 

・美術館めぐりを実施し、芸術文化に触れる

機会を提供するなど、芸術文化に対する

情操や感性の育成に努めている。 

・文化会館自主事業の実施によって市民が

優れた芸術文化に触れる機会を確保して

いる。なお、新型コロナウイルス感染症対

策のため、年度末の事業については中止

とした。当面は、三密の回避など「新しい

生活様式」に沿った運営が必要である。 

・劇団四季と当市のつながりを大事に、文化

活動を振興する取り組みとして四季観劇

ツアー及びこころの劇場を実施した。 

B 

美術作品等の整理と一般公開の

推進 

・美術作品等の台帳の整備や作品等の一般公開の推進 

生涯学習課 

・美術品台帳のリスト整理が終了したため、

作品の有効活用を図ることが課題である。 

・当市にゆかりのある尾竹正躬氏の企画展

C 

◆３ 芸術・文化・スポーツに親しむ機会の充実◆ 
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を開催し、市所有作品の一般公開を行っ

た。 

◎市民の自主的で主体的な芸術

文化活動の振興 

・市民の自主的かつ主体的な芸術文化活動の促進のため

の支援 

・文化祭、芸術祭等の芸術文化活動の発表の場の確保と

支援 

・行政と民間等との協働による事業の実施 

生涯学習課 

・芸術文化活動をしている市民団体に、ギャ

ラリーいいずらの貸し出しを行い、絵画・

写真展などに利用していただいている。 

・大町市文化祭…11 月 2 日から 4 日まで

開催。45 団体作品約 1,700 点 

・大町市民芸術祭の開催…ジャンルごとに

延べ 4 日間 

・地区文化祭を開催し、地域の幅広い年代の

作品を展示。作品及び発表者の減少が課題

である。 

・女性未来館ピュア利用者の会によるピュ

アフェスタ開催。高齢化が進む中、利用者

の活動発表やサークル活動の減少が課題

である。 

・大町市少年少女合唱団の事務局として定

期演奏会開催を支援。 

B 

八 坂 支 所 

・地区独自の文化活動団体への支援 (ふれ

あい倶楽部・青竜太鼓) 

・八坂公民館と連携して地区文化祭の開催

協力をしている。 

Ｂ 

美 麻 支 所 

・公民館と連携し地区文化祭に協力してい

る。また地区独自の文化活動団体である源

流美麻太鼓保存会への支援を行っている。 

Ｂ 

◎芸術文化に関するサークル活

動や自治会活動等の奨励と支援 

・サークルや自治会などの自主運営の拡充と活性化のた

めの支援 

・地区文化祭等の発表の場、体験学習の場の提供と充実 

生涯学習課 

・文化祭や市民芸術祭の開催を通して、各種

団体の交流や学習を深めて、発表会や演奏

会等の自主的な開催を促した。 

Ｂ 
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・団体等の交流と広域的な活動の促進 

・サポーター募集による芸術文化活動に参加できる仕組

みの構築 

・大町市少年少女合唱団及び大町市芸術文化

協会の事務局として市内の芸術・文化団体

の育成・支援と人材の育成を図った。 

・合唱団と芸術文化協会は、団員の減少、会

員の高齢化や加盟団体の減少が課題であ

る。活動の PR により、会員の増と活性化

に努めた。 

・公民館施設の貸出や情報提供等、団体の育

成・支援を行っているが、高齢化等により

団体の活動は低調傾向にある。 

まちづくり交流課 

・芸術祭のボランティアサポーターは、随時
募集を行っており、現在、登録者数は 736
人（対前年比：123 人増）。首都圏企画発
表会などに携わっていただいた。今後、新
たな会期が決定次第、開催に向けての募集
強化と参加しやすい仕組みの構築を図る。
また、信濃大町アーティスト・イン・レジ
デンス事業においては、市内小中学校や市
民向けの WS からの繋がりや、SNS での
発信もあり、市内をはじめ県内外から延べ
200 人余のボランティアからご参加いた
だき、今後の事業展開へのきっかけとなっ
た。 

B 

 

【文化財の保護継承と活用】             進捗状況：A･･･順調／B･･･おおむね順調／C･･･やや遅れている／D･･･遅れている／Ｅ･･･未実施 

具体的な施策 内    容 担当課 取り組みの状況・課題等 進捗状況 

◎文化財保護の推進と学習機

会の充実 

・指定文化財の保存修理やパトロール等による破損の防

止と環境整備 

・文化財の保護意識の啓発 

・郷土学習冊子「ふるさと きのう・きょう・あした」の

活用 

・文化財センター、民俗資料館などの施設の活用 

・未指定文化財の掘り起しと学術調査の実施 

生涯学習課 

・文化財パトロールを実施し、現状の把握と

所有者の文化財保護意識の醸成を図ると

ともに、保存修理や環境整備等の補助事

業を実施している。補助事業に限らず、所

有者が文化財の維持管理費用を捻出する

ことが困難となってきている。 

・文化財の説明看板等の設置及び改修を進

C 
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・県や関係機関等との連携と文化財の調査研究の推進 め、保護意識や学習活動、利活用の促進を

図っている。 

・市民所有の歴史的資料の確認と整理を進

めている。 

・建造物を地域の活性化のために積極的に

活用しながら、文化財として守っていく

ため、信州大学の受託研究として、市内の

歴史的建造物について、国の有形文化財

登録に向けた調査研究を実施している。 

・郷土学習冊子「ふるさと きのう・きょう・

あした」の小学校高学年への配布継続に

加え、低学年用冊子「わたしたちの大町

市」を新規作成・配布し活用を図ってい

る。 

◎地域の伝統文化や伝統芸能

の保存と継承 

・文化財講座や文化財めぐりの実施 

・まちづくり出張講座等による文化財等の学習活動の支

援 

・小中学校との連携による文化財や自然等の学習活動の

促進 

・地域の伝統芸能の後継者育成等、継承のための支援 

・地域に点在する文化財、民俗資料等の収集保管や、文化

祭等での特別展示、巡回展示による積極的な活用の推

進 

・文化財を活用した学習機会の充実 

・地域の歴史研究会等と連携した講座等の共同開催 

・伝統芸能等を後世に伝えるための情報収集と記録活動

の推進 

・民俗芸能や風俗、風習などの保存活動と継承活動への支

援 

生涯学習課 

・歴史や民族に関する講座や、天然記念物の

自然観察会を開催し、学習機会の充実を

図っている。受講生の減少傾向が続いて

いるため、引き続き内容や開催方法につ

いて検討を進める。 

・地域の伝統芸能等に関する補助事業を実

施し、継承について支援している。 

・国宝仁科神明宮の式年造替に併せて、仁科

の郷イベント実行委員会に参画し、地域

の歴史文化の紹介と情報発信を進めるた

め、文化展や工事見学会を開催した。引き

続き、観光関係機関・団体とも連携し、地

域の魅力的な観光コンテンツとして、文

化・観光の振興も図っていきたい。 

・社地区では、仁科路研究会と連携した地域

Ｃ 
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の歴史講座を共同開催している。 

・八坂地区では、高齢者を講師に招き、小学

生等に伝統文化を継承する事業を実施し

たほか、郷土料理や文化財めぐりを通して

歴史や伝統文化を学習した。 

・毎年旧中村家住宅で、美麻小中学校 5 年

生の参加によりしめ縄づくり等を開催。指

導者の高齢化に伴い新たな指導者の育成

が課題である。 

 

【地域の芸術文化の創造】               進捗状況：A･･･順調／B･･･おおむね順調／C･･･やや遅れている／D･･･遅れている／Ｅ･･･未実施 

具体的な施策 内    容 担当課 取り組みの状況・課題等 進捗状況 

◎アーティスト・イン・レジデ

ンス事業の推進 

・アーティスト・イン・レジデンス、芸術祭等の開催と支

援 

・芸術文化活動を通じた国内外との交流の促進 

・地域固有の芸術文化資源等の魅力の掘り起しと発信 

まちづくり交流課 

・信濃大町アーティスト・イン・レジデンス
事業では、コーディネーターとして市内
芸術団体が役割を担い、国内外からアー
ティストを招聘し、あさひ AIR での滞在
制作を支援しながら、芸術文化振興を図
るとともに、市民と作家の交流を深めな
がら、芸術文化都市としてのブランディ
ングの土台としていく。 

・トリエンナーレとして開催する北アルプ
ス国際芸術祭では、新たにビジュアルデ
ィレクターを迎え、より質の高い国内で
も有数の芸術祭を目指している。国内外
から質の高いアートが集結し、生活文化
でもある地域の食を提供し、国内外への
強い情報発信、地域経済への波及効果、交
流人口・関係人口の増加、市民との協働の
4 つを狙いとし、持続可能な元気ある大
町を目指し開催する。 

B 
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【山岳文化の振興と活用】               進捗状況：A･･･順調／B･･･おおむね順調／C･･･やや遅れている／D･･･遅れている／Ｅ･･･未実施 

具体的な施策 内    容 担当課 取り組みの状況・課題等 進捗状況 

◎調査・研究・教育普及活動の充

実 

・北アルプスを中心とした山岳文化に関わる人文・自然

科学に関する調査研究・情報発信の充実 

・学校教育における総合的な学習の支援 

山岳博物館 

・調査研究の成果については、企画展や広

報誌「山と博物館」「研究紀要」など様々

な機会を通じて情報発信を行っている

が、十分な調査研究の時間を費やすこと

が出来ないことに課題が残る。 

・学校教育における総合的な学習の支援に

ついては、学校との連携授業を含めて（Ｒ

１実績合計 37 回、延べ対象人数 1469

人）開催し、外部からの要望があったもの

については全て対応している。 

Ａ 

収蔵資料の収集と活用 ・山岳資料や美術資料、標本等、収蔵資料の収集と、企

画展示や各施設での巡回展示などによる積極的な活

用の推進 

山岳博物館 

・博物館の機能充実のために資料の収集は

欠かせないが、現状は寄贈資料による取

集が大半を占める。将来の企画展や本来

博物館として必要な資料については、今

後精査し、購入などの方法で収集資料の

充実に努めていきたい。また一方で収蔵

保管場所については、限界にきているこ

とから、収蔵計画に基づき、選択的な受け

入れを行っている。収蔵資料は、適宜常設

展示の入れ替えや企画展で紹介を行って

いるが、保管場所（バックヤード）の公開

を行う講座を開催するなど、出来る限り

資料の有効活用を行い、市民に開かれた

博物館となるよう心がけていきたい。 

Ｂ 
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【スポーツの振興】                  進捗状況：A･･･順調／B･･･おおむね順調／C･･･やや遅れている／D･･･遅れている／Ｅ･･･未実施 

具体的な施策 内    容 担当課 取り組みの状況・課題等 進捗状況 

◎生涯スポーツの推進 ・幼児期からの体力向上や学校と連携したスポーツクラ

ブ活動等、子どものスポーツ活動の推進と充実 

・各種スポーツ教室や大会の開催、子どもから高齢者まで

誰もが気軽に参加できるスポーツの導入等、スポーツ

に親しむ機会の充実 

・保健、福祉部局と連携し、年齢や体力、目的等に応じた

スポーツによる健康、体力づくりの推進 

学校教育課 

・少子化に伴い、生徒のスポーツ活動の機会

が損なわれることがないよう、合同部活動

等の取組みや、総合型地域スポーツクラブ

との融合や協働など取組みを進めていく。 

Ｂ 

体 育 課 

・年長児の運動遊び教室に加え、年中児まで

を対象に市内保育園等を巡回する運動遊

び教室を実施した。運動の習慣づけにより

効果が期待できる。 

・成人及び高齢者向けの教室については、年

代により取組みが進んでいない。 

保健、福祉部局等と一部連携して事業を

進めているが、内容を精査したうえで、よ

り連携を深めていく。 

Ｂ 

◎競技スポーツの推進と指導

者の育成 

・組織の育成や競技力の向上と指導者の養成、確保や活用

の推進 

・スポーツへの関心を高めるためのトップレベルのスポ

ーツ大会の開催やトップアスリートとの交流の促進 

体 育 課 

・スポーツ振興事業補助金については、青少

年のスポーツ大会等への参加補助 13 件、

指導者等人材育成事業 2 件、新たな競技

力向上事業 1 件の全 16 件に交付した。 

・トップレベルの試合を間近で見られるよ

う、松本山雅ＦＣのトレーニングマッチを

市サッカー場で開催した。また、小中学生

を対象に、松本山雅のホームゲームの観戦

事業を行った。 

Ｂ 

◎スポーツを通じたコミュニ

ティづくり 

・地域において身近なスポーツ活動の拠点となる総合型

地域スポーツクラブの育成支援 

・地域で開催するスポーツ大会や教室、健康づくり等によ

るコミュニティの再生支援等、スポーツを通じた交流

の充実 

体 育 課 

・総合型地域スポーツクラブの育成支援は、

補助金の交付が主なため、今後、組織強化

や人材育成等の支援を検討していく。 

・スポーツボランティア活動の促進では、例

年アルプスマラソンには多くのボランテ

Ｂ 
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・スポーツ活動や大会等を支えるスポーツボランティア

活動の促進 

・自然環境を活かした山岳スポーツや、湖、河川での水上

スポーツ等、地域特性を生かしたスポーツの振興 

・雪や氷など、自然の恵みを活かした冬季スポーツの振興 

ィアに協力頂いている。また、各種競技団

体主催大会等にも、関係者ではあるものの

大勢の市民がボランティアとして参加し

ている。 

・自然環境等を活かしたスポーツでは、木崎

湖でのカヌー等の海洋性スポーツ教室や

カヌー大会を開催している。 

・冬季スポーツでは、例年、市民スケート大

会、市民スキー大会を開催しているが、今

年度は暖冬による影響で市民スケート大

会は中止、市民スキー大会は、新型コロナ

ウイルスの為、中止となった。 

・西公園グラウンド及び常盤グラウンドに

スケートリンクを開設したが、暖冬のため

滑走できずに終了した。ここ数年、スケー

ト場の１シーズンの滑走日数が非常に少

ないため、今後の開設について検討する必

要がある。 

スポーツ施設の整備と有効活

用 

・利用状況に応じたスポーツ施設の適切な整備 

・スポーツ施設の有効活用の促進 

体 育 課 

・第二屋内運動場の整備により、冬季におけ

る運動施設が充実し、稼働率も向上してい

る。施設によっては、利用者が少ない施設

があり、今後の施設利用について検討が必

要である。また、多くの施設で老朽化が進

んでおり、修繕等の維持管理に多額の費用

が必要となるため、体育施設の統廃合を含

め計画的な施設管理を進める。 

Ｂ 
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◆数値目標◆ 

目 標 項 目 基準値 
目標値 

（令和 3 年度） 
担当課 R1 数値 課題等 

文化会館大ホール入場者数 26,872 人 27,000 人 生涯学習課 30,225 人 
引き続き、優良な公演等の誘致に努める。 

文化財めぐり開催数 8 回 12 回 生涯学習課 10 回 
講座等の内容と開催方法の検討（数値は国宝

仁科神明宮の工事見学会を含む） 

文化財めぐり参加者数 408 人 500 人 生涯学習課 445 人 

内容と開催方法を検討し、講座等の充実を図

りたい。（数値は国宝仁科神明宮の工事見学

会を含む） 

体育施設利用者数 297,682 人 281,500 人 体育課 278,367 人 
利用者の少ない施設の有効活用や統廃合を図

る必要がある。 

スポーツ教室参加者数 3,156 人 3,000 人 体育課 2,248 人 

冬季のスポーツ教室の開催は暖冬の影響や、新

型コロナウイルス感染拡大防止のため開催が

出来ず参加者が減少した。 

教室のマンネリ化を避けるために、市民ニーズ

に合わせた教室の開催を行う。 

スポーツ大会参加者数 9,447 人 8,900 人 体育課 5,523 人 

冬季の市民スポーツ祭の暖冬による中止や、新

型コロナウイルス感染拡大防止のため中止と

なり参加者は減少した。スケート競技について

は、暖冬の影響により開催が出来ない状況が続

いており、スケートの競技人口の減少により参

加者も非常に少ない状況であることから、今

後、大会の開催について検討する必要がある。 

週に１回以上スポーツをする人

の割合 
48.0％ 65％ 体育課 

－ アンケート調査未実施 

目標実現の条件 

・大町市人口ビジョンの人口の維持 

 

□市民意識調査□ 
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調 査 項 目 基準値 目標値 

文化遺産や伝統文化芸能の保存と活用がされていると思う市民の割合 65.5％ 75％ 

スポーツの振興について満足していると思う市民の割合 69.6％ 80％ 

 

〇関連する個別計画 

大町市生涯学習推進プラン、大町市社会教育計画、大町市スポーツ推進計画、大町市過疎地域自

立促進計画、文化資源活用ビジョン 

 

◇施策に係る対象事業 

実施計画名 事務事業№ 事業名（予算書） 担当課 

信濃大町アーティスト・イン・レジデンス事業 121131 芸術文化振興事業 まちづくり交流課 

北アルプス国際芸術祭推進事業 121131 芸術文化振興事業 まちづくり交流課 

八坂地域振興事業 121115 八坂地域振興事業 八坂支所 

美麻地域振興事業 121125 美麻地域振興事業 美麻支所 

 110514 体育大会運営事業 体育課 

総合型地域スポーツクラブ支援事業 110515 スポーツ振興事業 体育課 

テニスコート整備事業 110522 体育施設整備事業 体育課 

市民舞台芸術創作事業 121122 市民舞台芸術創作事業 生涯学習課 

 110416 生涯学習推進事業 生涯学習課 

 110439 社公民館活動費 生涯学習課 

 1104311 八坂公民館活動費 生涯学習課 

 1104313 美麻公民館活動費 生涯学習課 

文化会館自主文化事業 110453 文化会館公演事業 生涯学習課 

文化財保護助成事業 110461 文化財保護一般経費 生涯学習課 

市内遺跡発掘調査事業 110462 遺跡発掘調査事業 生涯学習課 

 110463 文化財センター管理事業 生涯学習課 

 110465 中村家住宅管理事業 生涯学習課 

※実施計画に該当しない事務事業についても、本施策に該当していれば記入してください。（その場合、実施計画名欄は空欄とし、事務事業№及び

事業名（予算書）欄へ記入してください。） 


